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Kei Cozzolino Takuro Shinohara
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予選 決勝

ケイ
コッツォリーノ 篠原 拓朗

Q1：篠原 拓朗 1′59.149）
Q2：ケイ・コッツォリーノ（1′58.084）

ベストラップ
2′00.495／ケイ・コッツォリーノ 

(34points) (49points)

鈴鹿で健闘を見せ、4位フィニッシュ。
表彰台に迫る走りを披露
２０２５年SUPER GT 第 5戦は８月２３～２４日、
三重県の鈴鹿サーキットで開催された。真夏の強い
日差しに包まれたサーキットには多くの観客が訪
れ、気温は３６度、路面温度は５０度を超える過酷
なコンディション。アップダウンと高速セクション
を併せ持つ鈴鹿は、マシンにもドライバーにも厳し
い舞台となった。PONOS FERRARI 296 は予選で
健闘を見せ、決勝では４位入賞。今季ベストに迫る
結果を残し、チームの成長を示す一戦となった。

開催サーキット：　鈴鹿サーキット（１周 5.807km ）
日時：　８月２３日（土） / ２４日（日）
天候：　２３日：晴れ / ２４日：晴れ
来場人数：　４８，０００人（２３日：１９，０００人 / ２４日：２９，０００人）
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予選

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ･コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ QUALIFYING

　担当したＱ１を突破することができて良かったですが、
本当はもう少し良い順位でケイ選手の走るＱ２に繋げる
事ができたらと言う悔し気持ちがあります。タイヤの
グリップなど色々と難しい部分も多くありまし
たが、また１つ学ぶことが多い予選になったと
思います。明日の決勝に関してはまだ読めな
い部分もありますが、全てをしっかりとプラ
スに捉えてレースを組み立てていきたいで
す。加えて今回学んだことを今後のレー
スでも活かせる様に、取得できるデー
タを振り返りながら良い走りだけで
なく、良い結果に繋げられる様に頑
張っていきたいです。

　今日の結果はＰ９でしたが、タイヤの部分で
苦労した１日になりました。これまでのレースや
テストのデータ、そして５月の鈴鹿テスト時の
データをリバイスし、少しアグレッシブな
タイヤ選択をし今回は持ち込んでいます。
開幕から続く全体的なグリップ不足な感覚は
引き続き残っており、もう少し伸びしろと
同時に悩みも抱えています。
とは言え明日のレースに向けては、グリッ
プが少し薄い分、スティントにおける耐
久性には期待できるので、後半の部分で
タイヤマネジメントしつつ一つでも上の
順位を狙えるように頑張ります

第４戦富士でスプリントフォーマットを経験し、多くの課題
と手応えを得た PONOS RACING。シリーズ折り返しとなる
第５戦鈴鹿では、持ち前の粘り強さに加えて速さをどこまで
発揮できるかが注目された。

８月２３日 (土 )、真夏の快晴に恵まれた鈴鹿サーキット
には多くのファンが集まり、熱気に包まれるなか公式予選日
を迎えた。

この日の鈴鹿サーキットは、気温３４．９℃／路面温度
４７．８℃という過酷なコンディション。午前の公式練習で
は、PONOS FERRARI ２９６がセッティングを確認しなが
ら走行を重ね、午後の予選に向けてマシンを仕上げていった。

午後の公式予選 Q1 は篠原拓朗が担当。落ち着いたアプロー
チで１分５９秒１４０をマークし、グループＡで６位につけ
て見事Ｑ２進出を決めた。

続くＱ２ではケイ・コッツォリーノがステアリングを握り、
攻めの走りで１分５８秒０８４を記録。激戦の中で２８台中

天候：晴れ / 気温：３４.９℃
路面温度：４７．８℃ 

予選は粘り強い走行で９番手を獲得し
決勝へ望みを繋ぐ

９位を獲得し、決勝をトップ１０圏内からスタートすること
となった。

厳しい気象条件の中でも確実に上位を狙える位置を確保した
PONOS RACING。
篠原とコッツォリーノの連携はさらに磨かれ、決勝では持ち
前の安定感とチームの戦略力を武器に、上位進出を狙う走り
が期待される。
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決勝

Kei Cozzolino Takuro Shinohara

篠原 拓朗ケイ・コッツォリーノ
DRIVERS’ COMMENTS

/ RACE

８月２４日 ( 日 )、三重県・鈴鹿サーキットで行われた
SUPER GT Rd.５鈴鹿大会・決勝は、快晴のもと気温３６℃、
路面温度５０．９℃という今季屈指の酷暑コンディション
となった。予選９位からスタートした PONOS FERRARI 
２９６は、両ドライバーの安定感とチームの冷静な判断が
光り、シーズン最高位となる４位でチェッカーを受けた。

ファーストスティントは篠原拓朗が担当。灼熱のスタート
直後、落ち着いた立ち上がりを見せ、オープニングラップ
でポジションを１つアップ。５周目にセーフティカーが導
入される波乱の展開の中でも冷静さを失わず、リスタート
後も安定したペースを刻んでポジションをキープした。

２１周目にピットインし、ケイ・コッツォリーノへと
ドライバー交代。気温の高さからタイヤマネジメントが
鍵となるなか、攻めの姿勢を崩さず、トップグループに
迫る快走を披露した。終盤は５位でチェッカーを受けた
ものの、前方の５台が失格となったことで順位が繰り上が
り、結果は５位。チームとしても今季ベストとなる結果を
残した。

　今シーズンのベストリザルトを獲得できて、良かったと
思っています。僕はスタートを担当して、色々なことを
確認しながらの第１スティントとなりましたが、良い
部分と悪い部分のそれぞれがとても明確に出たかなと
いうのが正直な感想です。そういう部分が浮き彫り
になったので、次戦の菅生に向けては良い学びに
なったと思います。そして、今季最高位で終え
られたのは、第２スティントでタイヤを上手く
マネジメントしつつプッシュしてくれたケイ
選手や、良い準備とレースウィークに共に
戦ってくれたチームの皆さんやタイヤ
メーカーの方々には、とても感謝して
います。次も頑張りますので、応援
よろしくお願いします。

　今シーズンのベストリザルトを獲得する事ができ、嬉しく思い
ます。前回のRd.４富士はかなり悲惨な内容と結果だったと思っ
ていたので、そこから考えると、チームとしてレベルを上げるこ

とができたんじゃないかなというレースになったと
感じています。今回の鈴鹿で行われたラウンド５
は、シーズンの中でも最も車とドライバー、
そしてタイヤにきついサーキットとレースなの
で、ここで良い結果を掴めたということは、
今後に大きく繋がる意味があると思ってい
ます。ただ、まだまだ我々には伸びしろ
が部分が多くあり、例えばライバル勢と
比較するとペースは足りていないので、
今後は更にチーム、タイヤメーカー、
ポノスレーシングに関わる方々としっ
かりと取り組んで、良いマシンを作っ
て行きたいです。

熱戦の鈴鹿。灼熱のコンディションで
粘り強く戦い抜き、今季ベストの４位入賞。

酷暑の鈴鹿で堅実なレースを戦い抜き、４位という好成績
を収めた PONOS RACING。
表彰台にはあと一歩届かなかったが、チームの成長と強さ
を示した結果である。次戦以降もさらなる躍進を目指し、
挑戦を続けていく。

天候：晴れ / 気温：３６℃
路面温度：５０．９℃ 
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辻子依旦 

DIRECTORS’ COMMENTS

PARTNERS�

チーム総監督

Yorikatsu TSUJIKO
小河原宏一 
チーム監督

Koichi OGAWARA

　まずは今季最高順位の 4位で終われたこ
とは、素直に非常に嬉しいです。ただ、ま
だトップとの差は大きく課題は残っていま
す。ですがその課題も解決に向けての道筋
がようやく見えてきました。次戦に向けて
もう動き始めています。しっかりと準備を
して表彰台を目指します。

　2年ぶりの真夏開催の鈴鹿にかなり苦し
んだレースウィークでしたが、トップとは
まだ差があることに変わらないものの、
決勝では何とかバランスも取れ、今シー
ズン最高順位の 4位と結果を残せたと思い
ます。勿論、課題も沢山残っていますが、
向上させるためのヒントを得ることができ
たので、今後の残りのレースに向けて
ポジティブな部分が出てきていると感じて
います。残り 3戦となりますが、何とか
昨シーズンは 1度しか取れなかった表彰台
を、もう一度、そして二回、三回と掴み
とっていきたいです。
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